
                              2026 年 6 月吉日 

DF 会員各位 

 

      ＜日本学術会議・安全工学シンポジウム 2026＞参加のお願い  

 

                        技術部会・リスクセンス推進研究会 

                                   石毛謙一 

 

 来る 6 月 25 日（木）日本学術会議において、DF メンバー3 名（中田邦臣、西村二郎、柳

澤達夫）が発表する事になりました。是非、多くの方にリアル参加して頂きたく、案内致し

ます。 

技術部会およびガバナンス部会で⾧年 健全な組織運営の手法の研究を推進してきた 3

人の会員が、「安全工学シンポジウム 2026（注）」で、業種を超えて活用してほしい、組織

運営法について発表します。3 人の発表する内容を織り込んだ、研究成果の実装の為のプロ

ジェクトを、シンポジウム終了後、発足させる検討が始まっており、このプロジェクトにも 

DF から、多くの方が参加されることを期待しています。 

シンポジウム発表内容：許容できるリスクレベルの設定とそれを維持する活動を通じた

＜新しい安全工学の体系＞の考え方に沿ったマネージメント手法の 1 提案 

尚、日本学術会議は、6 月 24 日～26 日の 3 日間開催予定。 

 

注： 6 月 25 日（木）10:00―11:40 （シンポジウムは、ハイブリッド方式で実施） 

主催 日本学術会議 総合工学委員会・機械工学委員会合同工学システムに関する安全・安

心・リスク検討分科会 

共催  （幹事学会を含めた約 30 学協会）  

場所 日本学術会議（東京都港区六本木 7-22-34） 6 階 6-c（1)(2)会議室  

（東京メトロ千代田線「乃木坂」駅 ５出口 徒歩 2 分） 

 

以下のリンクを参照して、参加申込のページから事前登録をしてください。 

 

タイムテーブル | 安全工学シンポジウム 2026 

プログラム | 安全工学シンポジウム 2026 

安全工学シンポジウム 参加申込ならびに PDF 版講演予稿集申込 

参加申込の欄には、 （一般）講演参加申込みのみ（無料）をクリックする。 

日本学術会議の会議室での参加と Zoom でのハイブリッド方式。 

Zoom で参加の方は、講演前にハイブリッド用の Zoom アドレスが送られます。 

                                  以上 


